
拠
と
な
る
資
料
は
あ
る
か
。

答
減
額
の
理
由
は
本
件
と
は

異
な
る
が
、
過
去
の
本
市
に

お
け
る
３
つ
の
事
例
お
よ
び

他
の
自
治
体
の
首
長
の
減
額

事
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
給
料
削
減
議
案
が
専
決
処

討

　論

　今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。議

案
第
10
号

反
　
　
対

【
無
所
属
】

　市
長
の
お
膝
元
の
東
後
楽

会
館
を
老
朽
化
に
伴
い
廃
止

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
な

ぜ
な
の
か
。
市
北
部
に
は
体

育
館
も
無
く
、
西
公
民
館
建

設
も
見
え
て
こ
な
い
。
地
元

市
議
会
議
員
も
一
部
を
除
い

て
賛
成
し
住
民
の
こ
と
を
考

え
て
い
な
い
と
怒
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
福
祉
の
低
下
、
高
齢

者
福
祉
の
切
り
捨
て
だ
。
代

案
も
無
い
、
市
長
の
施
策
の

無
さ
に
対
し
て
反
対
す
る
。

分
の
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な

い
と
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

答
専
決
処
分
の
要
件
は
、
地

方
自
治
法
上
の
１
７
９
条
の

条
文
の
中
で
、
緊
急
を
要
す

る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
場
合
と
あ

る
。

議
案
第
48
号

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　予
算
要
求
で
１
２
５
億
円

の
乖
離
が
あ
り
90
億
円
を
切

り
捨
て
た
。
生
活
保
護
費
が

削
ら
れ
る
一
方
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
事
業
や
都
市
基

盤
整
備
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
格
差
と
貧
困
が
広
が

る
中
、
中
小
零
細
業
者
や
市

民
を
応
援
す
る
施
策
が
必
要
。

待
機
児
童
は
依
然
解
消
さ
れ

ず
。
川
越
シ
ャ
ト
ル
の
無
料

乗
車
証
の
年
齢
引
き
上
げ
や

東
後
楽
会
館
の
廃
止
、
公
民

館
使
用
料
引
き
上
げ
な
ど
市

民
負
担
増
を
含
む
。
水
害
に

よ
る
被
災
者
支
援
の
対
応
が

十
分
に
で
き
て
い
な
い
。

賛
　
　
成

【
自
由
民
主
党
】

　平
成
30
年
度
は
川
合
市
政

と
な
っ
て
か
ら
10
年
目
を
迎

え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

重
要
な
年
と
考
え
る
。
平
成

30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
の

増
が
見
込
ま
れ
る
が
、
歳
出

で
は
、
扶
助
費
や
繰
出
金
な

ど
が
増
加
し
、
予
算
要
求
段

階
で
は
約
１
２
６
億
円
も
の

乖
離
額
が
生
じ
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
予
算
編
成
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

「
未
来
に
向
け
た
投
資
予

算
」
と
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ど
お

り
、
本
市
の
将
来
を
し
っ
か

り
見
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
積
極

的
に
取
り
組
む
予
算
と
し
て
、

高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

賛
　
　
成

【
公
明
党
】

　平
成
26
年
度
か
ら
５
年
連

続
で
１
１
０
０
億
円
超
と
い

う
積
極
的
な
予
算
編
成
が
続

く
が
、
そ
の
背
景
に
は
我
が

国
の
経
済
情
勢
が
、
緩
や
か

に
回
復
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
過
去
最
大
の
平
成
30
年

度
予
算
で
は
、
待
機
児
童
対

策
、
教
育
環
境
の
充
実
と
と

も
に
、
活
力
が
あ
り
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

都
市
基
盤
整
備
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

市
制
施
行
１
０
０
周
年
に
向

け
、
弾
み
を
つ
け
る
年
度
と

位
置
付
け
、
諸
施
策
の
効
果

的
な
遂
行
に
期
待
す
る
。

賛
　
　
成

【
や
ま
ぶ
き
会
】

　平
成
30
年
度
予
算
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配

分
す
る
こ
と
で
本
市
の
課
題

を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
取

り
組
む
と
い
う
考
え
方
に
よ

り
、
５
年
連
続
で
１
１
０
０

億
円
を
超
え
る
予
算
規
模
と

な
っ
た
こ
と
は
、
評
価
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
引

き
続
き
平
成
28
年
度
か
ら
増

加
に
転
じ
て
い
る
公
債
費
、

高
止
ま
り
し
て
い
る
経
常
収

支
比
率
な
ど
、
財
政
指
数
等

の
動
向
に
も
十
分
留
意
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
重
要
施
策
に
取

り
組
む
こ
と
を
願
い
、
賛
成

討
論
と
す
る
。

議
案
第
３
号

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　市
長
の
姿
勢
を
示
す
人
事

案
件
で
、
市
長
が
出
席
し
な

い
委
員
会
審
査
に
な
じ
ま
な

い
と
の
議
会
か
ら
の
指
摘
に

市
長
は
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。

市
長
か
ら
職
員
へ
指
示
が
な

く
委
員
会
で
減
額
の
根
拠
等

は
答
弁
で
き
ず
、
議
案
提
案

の
手
続
き
に
問
題
が
あ
る
。

議
会
か
ら
の
決
議
に
は
触
れ

ず
過
去
の
発
言
と
異
な
る
対

応
を
説
明
す
る
様
子
も
な
い
。

乱
暴
な
発
言
も
見
ら
れ
真
摯

に
反
省
し
て
い
る
か
疑
わ
れ

る
。
減
額
前
提
の
予
算
で
な

く
否
決
し
て
も
市
民
に
も
直

接
の
影
響
は
な
い
。

反
　
　
対

【
無
所
属
】

　今
回
の
災
害
は
人
災
だ
。

こ
れ
は
被
災
者
の
声
だ
。
私

た
ち
が
一
睡
も
で
き
な
い
中
、

万
歳
を
し
自
宅
で
テ
レ
ビ
を

見
て
寝
て
い
た
と
は
。
そ
れ

を
不
適
切
と
思
っ
て
い
な
い
。

報
告
を
受
け
て
被
害
を
知
っ

た
。
こ
ん
な
市
長
を
本
当
に

許
せ
る
の
か
、
反
省
し
て
い

る
の
か
。
被
災
者
の
皆
さ
ま

に
市
長
報
酬
68
万
円
の
減
額

で
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
態
度

に
反
対
す
る
。

議
案
第
14
号

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　改
正
介
護
保
険
法
の
成
立

で
一
部
の
人
の
利
用
料
３
割

と
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
に
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
自
立

を
促
す
自
立
支
援
介
護
や
介

護
医
療
院
の
創
設
で
中
重
度

患
者
の
難
民
化
の
懸
念
が
あ

る
。
社
会
保
障
後
退
を
生
む

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
導
入
は
、

地
域
住
民
が
我
が
事
・
丸
ご

と
対
応
す
る
こ
と
で
低
コ
ス

ト
効
率
化
へ
。
今
回
本
市
の

介
護
保
険
料
を
月
１
０
０
円

引
き
下
げ
る
が
、
今
期
末
の

基
金
は
39
億
円
。
取
り
崩
し

て
も
大
幅
に
残
る
こ
と
か
ら

さ
ら
な
る
引
き
下
げ
は
可
能
。

平成30年4月25日発行 （10）議 会 だ よ り


